
シンポジウム

F歳難畿濾染はどう向き合う瀞.

食鶉安全を求儀て

私たちの食・健康はどうなるの ?

放射能汚染が各地へと拡がり、大勢の人々が不安を感じつつ暮らしています。

今、そして将来の私たちが対処するべき課題は・・・

放射能汚染の実態を明らかにし、安心 。安全の道をともに考えます。

Jl

講師

西 村 ― 郎 Iモ  (日本科学者会議食糧問題研究委員会委員長)

「放射能汚染と私たちの健康・食はJ

片 山 知 史 氏  (東北大学大学院教授 )

「水産物の放射能汚染にどう向き合うか」

渡部朋幸氏  (福島回職協わたり病院副院長)

「放射線と健康障害」

和 田  武 氏  (日 本環境学会長)

「脱原発、再生可能エネルギー社会へJ

日時:2011年 11月 26日 (土)

午後 1時 30分～4時 20分

場所 :仙台市戦災復興記念館 記念ホール

入場無料 (講演資料・バンフレット¥300)、 先着 250名様

シンポジウム終了後、講師を目んだ懇談会 (50名程度)を記念館内別室で行う予定です (午後 5時～ 7時)

主催団体 :

日本科学者会議宮城支部

日本科学者会議福島支部

東lt大学職員組合

福島大学職員組合

原発問題住民運動宮城県連絡センター

原発問題住民運動福島県連絡センター

東日本大震災復IB・ 復興支援みやぎ県民センター

東日本大震災 '原発事故被害の

救群 復興めざす福轟県共同センター

rpl合せ先 :

022-234-1335,高 教組 (桜井)
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◎『放 射能 汚 染 と私 た ちの健 康・ 食 は」 西村一郎 氏

広島原爆の20倍以上という放射能汚染が各地へと拡がり、大勢の人々は家族や自らの健康と食で不

安に感じつつ暮らしています。「ただちに健康への被害はありません」との発表がマスコミで流れ、中

には「低濃度の放射線は健康に役立つJと さえ公言してはばからない人もいます。優療や自然界から

の放射線と比較 し、この程度であれば心配 t/な くていいと説明する「専Fl家」もいます。本当でしようか。

放射能汚染という社会病理の実態と、体外被曝と体内被曝の影響を前提とし、 1)健康や食が脅かさ

れている実態と評価、 2)健康や食を守るためにできることを整理し、当面と将来の私たちが対処す

べき課題について問題提起 し一緒に考えます。

◎「水 産 物 の 放 射 能 汚 染 に ど う 向 き 合 う か J 片山知史 氏

海洋生物は、実に多種多様であり、またそれらの生活様式も様々である。しかし
'東

北の魚」が一括 |■■

して敬逮されているのが実態である。ただし、その認識を 「間違いだJと断じることは難しい。漏出 ■ |‐ |

した放射性物質があまりに多量であること、海洋には流れがあり生物も移動することがその理由であ
っ
。
1111

東北地方沿岸部において、漁業は基幹産業であり、地域の復興は漁業の再開にかかつているといえ i:111

藤 る。当日は、今後の海洋生物の放射能モニタリングの方向性を考察しながら議論を進めたい。
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安心 して地域で生活するためには、放射性物質を 事lt

iし い知識が最も重要であると考えられる。    111
に曝による健康への影響について、最新の医学論文 |||

1:|:::を 紹介する。特にJヽ児への影響について力点を置いて述べる。次に食品からの内部被曝に関して、チエ

議1:ルノブイリ周辺国の事例について述べる。またチェルノブイリ原子力発電所の事故に際 して、住民の 11

豊I被 曝を最小限にすることに成功 したとして教科書に3己載されているノルウェーの対策について紹介 し :
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会へJ  
澪雛遥顎l∴典を明こでの原発依存の危険性、房

警:単
らかにし、再生可能エネルギー普及の必要等を説く。次いで、再生可能エネルギーの特性を説明し、

:ξ驚1そ の特性を踏まえて、普及における住民など地域主体の参加の重要性を論 じる。さらに、すでに再生
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組みを紹介しつつ、雛 罐 麟 進に向けた方策について考察する。
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